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午前10時00分 開 議 

○田中堅太郎議長 これより本日の会議を開き

ます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 本日の議事日程は、お手元

に配付してあるとおりであります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 まず、日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、６番藤川貢議員、

７番二宮秀一議員を指名いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第２、第97号議

案から第104号議案及び第108号議案の議案９件

を一括して議題といたします。 

 全議案に対する質疑並びに市政全般に対する

質問を行います。 

 通告がありますので、順次発言を許します。 

 まず、垣見芳彦議員の発言を許します。 

○20番垣見芳彦議員 議長 

○田中堅太郎議長 垣見芳彦議員 

〔20番 垣見芳彦議員 登壇〕 

○20番垣見芳彦議員 議長のお許しを得ました

ので、通告しております３点について質問をさ

せていただきます。 

 まず、１点目の財政計画についてお尋ねをい

たします。 

 国の三位一体改革が進められる厳しい財政状

況下において、１市２町１村が合併し新大洲市

が誕生して８カ月近くがたつわけですが、その

間大森市長には各地域に出向き市政懇談会を精

力的にこなされ、今後の市政の重要施策につい

て説明をいただいておりますことに対し敬意を

表するものであります。 

 懇談会の席上、大洲市の土地開発公社が阿

蔵・高山地区に保有する用地39.7ヘクタール、

簿価にして約19億円の買い戻しについても、市

民の理解を得るための説明がなされておりま

す。買い戻しについては、金利の軽減を図る上

からもやむを得ない処置であると理解しており

ますが、ただこの買い戻しにより財政面はもと

より新市における主要事業の整備にも影響を及

ぼすのではないかと懸念をいたしております。 

 新市建設計画に明記されている主要事業につ

いては、合併後の地域整備を図る上から各市町

村がそれぞれの立場で提案し、計画の策定に当

たっては、財政厳しい中ではありますが、合併

協議会で十分な協議を得て、その時点における

財源の裏づけのもとで計画がなされたものと考

えております。 

 今回、阿蔵・高山用地を起債により買い戻し

た場合、利子についてはその一部が特別交付税

により処置されるとのことでありますが、元金

についての補てん処置はなく、仮に10年償還と

すれば、今後10年間にわたって毎年１億

9,000万円の一般財源が必要となります。その

財源の確保はどう考えておられるのか。財源確

保の上から、新市建設計画における財政計画の

見直しが必要となれば、主要事業の整備に遅延

が生じることも考えられますが、そうなった場

合、優先順位をどのように調整されるか、市長

のお考えをお伺いいたします。 

 また、平成17年度の普通交付税の当初見込み

額に対する増減と今年度以降の普通交付税の見

通しについて、あわせてお伺いいたします。 

 次に、２点目の防災施設整備についてお伺い

いたします。 

 現在、広報「おおず」により災害に強いまち

づくり防災危機管理シリーズとして、災害時に

おける市民の対応等について周知が図られてお

ります。それによりますと、防災対策の基本は

住民一人一人が自分の命は自分で守る自助の精

神、地域住民が連携して地域の安全はみんなで

守る共助の精神、行政が災害に強い地域の基盤

整備を進める公助の３つであるとあります。行

政が担う災害に強い地域の基盤整備には多種多

様な事業が考えられますが、その中でも旧大洲

市においては心配のなかった津波対策について
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お伺いいたします。 

 最近、全国各地で地震が多発しております

が、本県においても影響を及ぼす南海・東南海

地震が今後30年間にマグニチュード８以上で起

こる確率は、南海地震で50％、東南海地震で

60％と予測されております。このことが現実と

なれば、市内各地であらゆる被害が予想される

ことから総合的な対策が望まれますが、特に旧

長浜町においては地震による津波が発生すれ

ば、地盤も低く無防備の状況にあることから、

早急な津波対策が必要と考えます。このことに

ついて、市長はどのように考えておられるか、

お伺いいたします。 

 また、このことに関連して、災害時の通信手

段として防災行政無線の整備についてお尋ねい

たします。 

 旧肱川、河辺については既に整備がなされ、

旧大洲市及び未整備の旧長浜町についても一体

的な整備を進めるための調査研究がなされてい

る旨、市政懇談会の席上説明をいただいており

ますが、災害の多様化や巨大化に対応するため

にも、早急に全市域一元化された通信施設の整

備が必要であります。財政厳しい折ではありま

すが、市民の生命、財産を守る上から、市長の

御英断によって早急に防災行政無線の整備を図

る考えはないか、市長の考えをお伺いいたしま

す。 

 次に、３点目のアスベスト対策についてであ

りますが、このことについては毎日のように新

聞等で被害の状況が報道される中、先般は大洲

高等学校の教室天井にアスベストが使用されて

いるとの報道がなされ、心配をしておりました

が、調査の結果は幸いにも人的に被害を受ける

ことはないとのこと、また飛散防止の工事がな

されるとの報道に安堵いたしております。空気

中の含有量によっては、無警戒のまま健康に害

を及ぼすアスベストについては、市民の方々も

多分に心配されているのではないかと思ってお

ります。 

 市当局においては、多くの市民が利用する公

共施設の安全確保を図るため既に各施設の調査

を実施されているものと確信しておりますが、

現在までの調査状況と今後の対応についてお伺

いいたします。 

 以上、３点について市当局の明確な答弁をお

願いいたします。 

 最後に、合併した１市２町１村の一体的な市

政の推進により、まちづくりの基本目標であり

ます自然、文化、安心、活力、快適、人々がす

べてきらめく新市の構築をお願いいたしまして

質問を終わります。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、ただいまの垣見議

員さんのお尋ねの項目のうち交付税の問題と、

それから特に新市の建設計画の優先順位の問

題、それから防災無線の整備につきましてどう

考えとるかという市長に特別にお尋ねがござい

ましたので、以上３点についてお答えをいたし

ます。 

 まず、平成17年度の普通交付税の状況でござ

いますが、その交付決定額は92億4,979万

4,000円となっております。これを前年度と対

比いたしますと、旧４市町村の合計額６億

4,900万円、7.5％の増となっているものでござ

います。前年度よりふえました要因といたしま

しては、合併補正によります需用額、旧３町村

の生活保護費の需用額、国庫補助金等が一般財

源化された社会福祉、高齢者保健福祉の需用額

などが増加したことに加えまして、基準財政収

入額が減額となったことが主な要因となってお

るようでございます。 

 また、今回の交付決定額は合併算定替えによ

り旧４市町村ごとに算定した額でありますの

で、合併後の本来の交付税の額、いわゆる新市

一本算定による額と比較いたしますと10億

4,235万4,000円の増となるものでございます。
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これを予算額と比較いたしますと、これまでに

当初予算において86億6,029万4,000円、６月補

正予算で１億7,148万6,000円を計上しておりま

すので、合計で88億3,178万円の予算総額とな

っております。留保額としては、現在４億

1,800万円となっております。 

 次に、今後の見通しはどうなのかということ

でございますが、普通交付税の今後の見通しで

ございますが、三位一体改革の中で財政再建路

線にのっかっている現状においては、その予測

をすることが大変難しいものがございます。明

確にお答えすることがなかなか難しいわけでご

ざいますが、大変厳しい財政運営を強いられる

と、そういう状況になると考えておるところで

ございます。 

 このような状況下ではありますが、堅実な財

政運営を目指しながら、地域の均衡ある発展、

魅力的なまちづくりの実現に向けまして計画的

に施策を展開していきたいと考えておりますの

で、御理解と御協力をよろしくお願い申し上げ

るところでございます。 

 次に、そういう状況の中でどうこれから新市

建設計画あるいは総合計画に折り込みます事業

を、それぞれ１市２町１村から持ち上げたもの

が合併協議会の中で総花的にうたわれておりま

すが、果たしてそれはやれるんかということの

お尋ねでございますが、正直言いましてなかな

かあそこにうたわれておるように、特に箱物に

ついては全部が全部をなかなかあのペースでは

やれていかないというふうに認識をしておりま

す。と申しますのが、今ちょうど愛媛県の方へ

提出をしておるところでございますが、塩漬け

財産等の整理の問題もございますので、そうい

う問題等の方向づけができてきませんと、なか

なか金額的に大きいもの、すぐできる範囲とい

うのが限られてこうと思います。 

 かなりの予算を要しますものについては慎重

に、今ほど言われました、そうかといって中心

ばかりやっておったのではいけませんので、優

先順位は各単位のそれぞれのところの過去の経

過等も踏まえて、もう既に頭出しをしとる箱物

もあるわけでございますから、そういうものは

なしにするということはできないと思いますの

で、前向きに優先順位をつけさせてもらいなが

ら取り組んでいきたいと、計画的にやっていき

たいというふうな認識をしておるところでござ

います。御理解をいただきたいと思います。 

 それから、防災無線の関係、安心安全の面が

一番大事じゃろがという話でございまして、も

うそのとおりでございます。今、市政懇談会で

も私はこの点について特に力説をしてお話をし

て回らせてもらっとるところでございますが、

これも正直言いまして、無線一つとらえてみま

しても、すぐやっていけますところと、時間と

予算がかかって所定手続関係にも時間のかかる

ことと２つございます。大洲市の中でも、まだ

消防の無線を通じて兼ね備えて使っておるとい

うところもございますわけで、全然手がかかっ

ておらないところもございます。 

 そういう大変広くなりまして、効率といいま

しょうか、むらがあるのはもう事実でございま

して、すぐ実害が毎年出るような阿蔵・城地地

区のようなところにつきましては早速手を打っ

たわけでございますが、そういうふうに２つ、

すぐやれるところと時間がかかりますが計画的

にいろんな助成も適用を受けながらやっていく

という、それは手続上時間も金もかかりますん

で一遍にはできないわけでございますが、そう

いう二段構えで対応して、安心安全の面で皆さ

ん方に心配をかけずに、なかんずくみんなが安

心して対応ができる、また避難もできるという

ようなことの手法をとっていきたいというふう

に思っておるところでございます。 

 以上、私の方からは３点、ポイントだけ御答

弁申し上げて、後の問題は助役以下で御答弁申

し上げますんで、よろしくお願いいたします。 

○首藤馨助役 議長 

○田中堅太郎議長 首藤助役 
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〔首藤馨助役 登壇〕 

○首藤馨助役 垣見議員さん御質問の財政計画

についてのうち阿蔵・高山用地買い戻しに伴い

ます起債償還の財源措置と、これに伴います新

市建設計画への影響と優先順位の調整問題につ

きましてお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 先ほど市長が申しましたとおり、この問題に

つきましては６月に提案をいたしまして御理解

をいただくよう努力しておるところでございま

すし、市政懇談会におきましても市民の皆様に

御報告をいたしまして理解を得るべく努力をし

ておるところでございます。 

 まず、阿蔵・高山用地の買い戻しに伴います

起債償還のための財源措置に関しましてお答え

をさせていただきます。 

 阿蔵・高山用地につきましては、国の支援制

度を活用いたしました土地開発公社経営健全化

対策によりまして、市が一括して買い取ること

により処理を進める方針で準備を進めていると

ころでございます。この国の支援制度を活用い

たしますと、用地取得費について、単年度で市

の一般財源を充てることなく国の制度として地

方債の借り入れが許可され、借り入れ後10年か

ら15年後の分割による償還が可能となります。

そして、その償還利息に対しましてはその50％

が国から特別交付税によって支援措置されるこ

とになっておるものでございます。 

 このような国の支援を受けましても、借入金

につきましては今後15年間で償還をしていくこ

とになるわけでございます。年間1,000万円程

度からピーク時には約２億円程度の一般財源が

必要になるわけでございます。今のままの状態

で後世に負担を残していくより、この際きちん

と処理を進めたいとの決断でございます。どう

かこのたびの経営健全化対策につきまして御理

解をいただきまして、御協力、御支援を賜るよ

うお願いを申し上げたいわけでございます。 

 次に、開発公社健全化対策に伴います借入金

償還の新市建設計画への影響と優先順位の調整

に関しましてお答えをいたします。 

 先ほど申し上げましたように、阿蔵・高山用

地を市が先行取得することに伴いまして、起債

の償還金に充てる財源が必要となります。この

ことと新市建設計画との関連でございますが、

阿蔵・高山用地については、新市建設計画の中

でも市道用地、学校給食センターや大洲幸楽園

用地、水源の森用地として事業計画が予定され

ております。それぞれの事業実施時に一般財源

を充当したり、補助金や合併特例債等を活用し

て市が買い戻す計画になっておるわけでござい

ます。今回の措置は、このような新市建設計画

に登載されている事業を実施いたしますまでの

間も利子がかさみまして、用地の簿価が膨れ上

がっていくため、先行的に国の制度により市が

一括買い戻すことによりこれを抑制しておこう

というものでございます。 

 この阿蔵・高山用地関連の新市建設計画登載

事業につきましては、厳しい財政事情を踏まえ

ながら、実施時期や実施内容の見直しを行うと

ともに、事業計画に当たりましては補助事業や

合併特例債等有利な起債の活用等にも努めてま

いりたいと考えておるところでございます。 

 なお、新市建設計画に登載されております事

業計画全体につきましては、三位一体改革の影

響等による厳しい財政状況下において、全体事

業の縮減、見直しが必要であると考えておりま

す。 

 したがいまして、新市建設計画の実施に当た

りましては、中・長期財政計画による毎年度の

財源状況を見きわめながら、今年度から２年間

で策定を進めます大洲市総合計画、事業実施計

画の中で慎重に検討を行い、事業計画の見直

し、調整を進めてまいりたいと考えておるとこ

ろでございます。計画の策定に当たりまして

は、審議会等を通じまして広く市民の皆様の御

意見をお聞きしながら、議会ともよく協議をし

てまいりたいと考えておりますので、御理解と
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御協力をお願いいたしたいと考えております。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○小泉勝明総務部長 議長 

○田中堅太郎議長 小泉総務部長 

〔小泉勝明総務部長 登壇〕 

○小泉勝明総務部長 ただいまの垣見議員さん

御質問のうち、私からは南海・東南海地震への

対策についてお答えをいたします。 

 垣見議員さんも御指摘いただきましたけど

も、国の地震調査委員会などの評価によります

と、今後30年以内の発生確率は50％、50年以内

の発生確率は80％程度で、その規模はマグニチ

ュード8.4前後、当地方の最大震度は６弱と推

定されております。 

 また、南海地震が発生した場合の津波の高さ

は1.5メーターと想定されております。これに

大潮の平均満潮時の水位が3.3メーターでござ

いますので、加算いたしますと津波の高さは

4.8メーターになります。このことから、旧長

浜町におきましては標高4.8メーター未満の地

域はすべて浸水地域として設定いたしておりま

す。これらをもとにいたしまして、昨年４月に

防災マップを作成いたしました。その中で津波

による浸水地域と津波発生時の各地区での避難

場所、これらを掲載いたしまして、旧長浜町の

全世帯に配布をし、住民の方に周知をしておる

ところでございます。 

 今後の津波対策といたしましては、今年度中

に策定予定の新市地域防災計画の中で実効性の

ある危機管理体制の確保あるいは避難勧告、指

示の実施体制、並びに伝達体制等が着実に行え

ますように整備をし、強力に推進していきたい

と考えております。 

 また、具体的な対策といたしましては、津波

警報が発表されました場合には、関係地区への

住民の方あるいは漁業協同組合、港湾関係者、

釣り人、遊泳者等に対しまして、サイレンある

いは有線放送、広報車などあらゆる手段を講じ

まして避難の勧告などを伝えることにいたして

おります。 

 また、最近全国各地で起こっております地

震、災害といったような大規模な災害時におき

ましては、行政だけの対応では不十分でござい

まして、地域住民の方の自主的な活動あるいは

自助努力が大変必要になってまいります。この

ようなことから、現在公民館単位で自主防災組

織の結成をお願いしているところであります。

市民の皆様にも自分たちの町は自分たちで守る

という考えのもと、この結成につきましても御

理解と御協力をいただきたいと考えておりま

す。 

 以上、お答えといたします。 

○三保禮三建設農林部長 議長 

○田中堅太郎議長 三保建設農林部長 

〔三保禮三建設農林部長 登壇〕 

○三保禮三建設農林部長 それでは、私の方か

らは公共施設のアスベスト対策についてお答え

をいたします。 

 天然の繊維状鉱物であります石綿と呼ばれて

おりますアスベストにつきましては、御存じの

とおり建築資材として広く使用されてまいりま

したが、昭和40年代の後半から有害性が指摘さ

れ始めまして、昭和50年には飛散性の高い吹き

つけのアスベストが原則禁止となった次第であ

ります。 

 しかし、その後におきましても、アスベスト

はロックウールとかバーミキュライト、パーラ

イトなどに一定割合以下でなら混合されまし

て、アスベストの含有吹きつけ材として使用が

認められてまいりました。こういうことから、

市では建設年度や構造や規模、用途などそうい

うことを勘案いたしまして、管理をしておりま

す約700施設ございますが、そのうちの163施設

について飛散性の高いとされます吹きつけアス

ベストを中心にいたしまして設計図書とかそれ

によります資材の確認と、それから目視により

ます現地調査を行いました。 

 その結果、高濃度のアスベストを使用した吹
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きつけはないものと思われますが、先ほど言い

ました低濃度でのアスベスト含有の疑いのある

吹きつけ資材を使用しているのではないかと思

われるものが25施設、27種類わかったわけでご

ざいます。 

 そこで、現在各資材につきまして検体を採取

をいたしまして、専門の試験機関に送って分析

を依頼しているところでございます。最初は

10日か２週間ぐらいで結果が出ると聞いておっ

たんでございますが、このようにアスベスト問

題が全国一斉となって、現在は結果の報告を受

けるまでに２、３カ月の時間を要するというよ

うな状況になっておるわけでございます。 

 今後はその試験結果を待ちまして、アスベス

トの含有資材ともし確認をされたものにつきま

しては、すぐに空気中のアスベストの浮遊調査

などを行いまして、早急に対応を検討し処置を

してまいりたいと、このように考えております

ので、御理解をいただきたいと、このように思

うわけでございます。 

 それから、屋根用のスレート、それから石綿

セメント板というのがございますが、これにつ

きましては固定化をされておりますので、飛散

性も低いことから、正常な状態でありました

ら、差し当たっては処置は必要ないと、このよ

うにされております。しかし、解体時などに

は、その扱いにつきまして石綿障害予防規則と

いうのがございまして、そこで定めております

ので、規則に従いまして十分注意をしながら作

業を進めてまいりたい、このように考えとると

ころでございます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○田中堅太郎議長 再質問はありませんか。 

（20番垣見芳彦議員「ありません」と呼

ぶ） 

 次に、宮本喜一郎議員の発言を許します。 

○12番宮本喜一郎議員 議長 

○田中堅太郎議長 宮本喜一郎議員 

〔12番 宮本喜一郎議員 登壇〕 

○12番宮本喜一郎議員 きのうときょうと実は

議長に２件立たせていただきました。光栄に思

っておるところでございますが、最後の質問に

なろうかと思いますが、よろしく御清聴のほど

お願いを申し上げます。 

 第５回定例会におきまして、通告いたしてお

ります諸問題につきまして質問してまいります

ので、適切なる御答弁をお願いをする次第であ

ります。 

 私も平成６年に市議会に席を置きまして、早

くも11年が経過をしたわけであります。その

間、地域の皆様方の要望、意見を県・市に毎年

のように陳情をしてまいりました。余り進展も

見られず、高齢化や過疎化に拍車をかけている

のが現状であります。いかに道路が生活の基

盤、環境の整備に重要な位置を占めているかは

日常生活の中で２車線道路の幅の広い道路を走

っておられる方々には理解できないかもしれま

せん。私たち中山間地域に住む住民にとりまし

ては、道路の整備は地域の定着条件でありま

す。都市との交流条件の改善ために切実な願い

であります。 

 また、柳沢は県の指定を受けたゲンジボタル

の発生の地でもあります。年間約8,000人から

9,000人の方々がイベントに参加をしてくれま

す。ほたるまつりの際にアンケートをとりまし

たところ、市内各地からいただきます方々のア

ンケートは道路が狭くて行きたくない、また県

外の方々は道路が狭いから二度と行きたくな

い、早く改良をしてほしい、このようなアンケ

ート結果でございます。県の指定を受けなが

ら、本当に地域の一人といたしまして情けない

気持ちがするわけでございます。 

 そこで、市長に１点お伺いをいたします。こ

の柳沢と大洲市街を結ぶ唯一の幹線道路である

県道柳沢新谷停車場線の整備が今後どのような

計画で進められていくのか、また年次計画の示

しができるようでしたらお示しをいただきたい

と思います。 
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 なお、この県道改良につきましては、強く強

くお願いをする次第であります。 

 次に、観光の振興についてお伺いをいたしま

す。 

 昨年開催されましたえひめ町並博2004では、

170万人を超える人々がこの地域に出入りをさ

れ、特に大洲城を中心に肱南地区は平日でも多

くの観光客の姿が見られました。市町村合併に

より市域は約２倍に広がったわけであります

が、各地域にはまだまだ数多くの観光資源が埋

もれておりまして、町並博で生まれた体験型観

光サービスを継続して拡大していけば、新市の

町の活性化に大いに期待できるものと思われま

す。地域の自然や歴史、文化等の資源を活用す

る地域ぐるみでの観光地づくりは、地域の文化

の発見や創造を通じてよりよい地域づくりに貢

献するものでありまして、郷土愛と誇りを育て

ていく効果があるとも言われております。 

 そこで、合併後旧市町村にある数多い観光資

源をいかに連携をさせるか。それらをつなぐ交

通手段も含めて調査検討、観光客の誘致を図る

べきだと思うのでありますが、この点どのよう

に考えておられるのか、取り組みの方向性をお

伺いをいたします。 

 もう一点は、大洲市観光のメーン事業に位置

づけられておりますうかいについてでありま

す。このうかい事業につきましては、天候に左

右されるということは言うまでもないことです

が、利用客は年々減少の傾向にあると思いま

す。肱川という本市の観光資源を存分に生かす

ためにも、この利用客減少の原因を追及し、改

善できるものは改善をしていく姿勢も必要だと

思います。 

 私も、トイレの問題や利用料金の面について

いろいろな改善の声を聞いておりますが、昔な

がらのやり方で積極的に新しい取り組みがなさ

れていないのではないかと感じるのでありま

す。現状を真摯に受けとめ、全体のレベルを上

昇させることにより、さらなるうかい事業の発

展が望めると思いますが、市長の御所見をお伺

いをいたします。 

 最後に、私ごとでございますが、議員の席に

着かせていただきまして議員活動11年無事務め

させていただきました。議員の皆様方や地域住

民の皆様方、また理事者の皆様方には大変お世

話になり、議員活動を全うできましたことを心

から感謝を申し上げる次第でございます。今後

におきましても、農業に従事して米やキウイを

つくってまいりたいと思います。どうぞよろし

くお願いを申し上げます。最後になりました

が、私の質問とお礼にかえさせていただきま

す。御清聴ありがとうございました。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、宮本議員さんの御

質問のうち県道改修につきまして、それからう

かいのこと、特に観光のことでございますが、

市長の考えを言えということでございますの

で、答弁それぞれ分担しとるんですが、そのこ

とだけ若干触れさせていただいて御答弁にかえ

させていただきます。 

 この県道につきましては、もう私も長い間耳

にたこができるぐらい聞いておるところでござ

いまして、私も一緒になってその推進方に汗を

流した時期が長かったもんですから、よくわか

っておるようなことでございます。しかし、こ

れから御答弁申し上げますように、状況がいろ

いろ社会情勢が変わってまいりまして、なかな

か大変な面もあるわけでございますが、頑張っ

ていきたいというふうに思っております。 

 近年、国、地方とも財政事情が大変厳しさを

増しております。公共事業への投資額は減少を

続けている中でございまして、県の道路予算に

つきましても大きくその影響が出ているのは皆

様方も御承知のとおりでございます。具体的に

は県道路関係予算は、平成７年度、10年前と比

較しますと1,595億円を平成７年度をピークに
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いたしまして減少をし続けて、昨年度は道路費

全体で対平成７年度比43％でございます。特に

県単の事業費は26.5％、金額にして210億円ま

で落ち込んでいるのが状況で、公にされておる

数字でございます。 

 しかしながら、本県の国道、県道におきまし

ては、平成15年４月１日現在の改良率は全国と

比較いたしまして14.1ポイント下回っておるわ

けでございます。これは全国平均の数値で言い

ますと昭和56年時の数字で同等ということで、

67.5％の整備状況、整備率となっているわけで

ございます。大洲土木事務所管内の本市の整備

率は、平成17年４月１日現在56.1％とまだまだ

整備率の差が数値として残っておるのが実態で

ございます。 

 このような状況から、現在の整備に関しまし

ては1.5車線的整備、その地方地方に合った整

備手法を導入してより一層の重点化、効率化が

図られていますが、大洲土木事務所におきまし

ても道路予算等の確保が大変厳しい状況となっ

とるのが実態でございます。 

 しかし、地域を支える、先ほど現地の実態の

御披露がございましたが、生活生命線の県道の

整備は極めて重要であることから、本事業を積

極的に推進していただきまして、拡幅工事や防

災対策等により通行の安全、時間の短縮等が順

次図られてはいるところでございます。 

 宮本議員さんお尋ねの一般県道柳沢新谷停車

場線は、柳沢地区を起点としてＪＲ新谷駅を終

点とする重要な当地にとりましては幹線道路で

ございまして、総延長10.3キロメーター、その

うち改良延長は６キロメーターでございまし

て、改良率は58.5％というのが今の現況でござ

います。愛媛県では、現在柳沢工区１カ所、喜

多山工区１カ所を生活道路改良事業を導入し、

毎年積極的に取り組んでいただいておるのはお

るわけでございます。 

 特にお話もございました柳沢連絡所前75メー

ター間については、人家が建ち並んでおります

し、幅員が狭小で見通しも悪く、早期の改良が

強く望まれているものでございまして、このこ

とから本年度より柳沢工区の新規事業として一

部用地買収の交渉に入り、平成20年度には工事

を完了したいとの回答をいただいているところ

でございます。 

 また、他の工区区間につきましても継続的に

実施をされ、順次完了できていくものと考えて

はおります。 

 今後も公共事業を取り巻く環境は厳しいもの

があるわけでございますが、進捗率が低下する

懸念がされる中ではありますが、住民の生活が

より安全により快適に、そして地域活性化の向

上には先ほど言われましたようなイベント等も

長年過疎地の中で汗を流して継続をされていた

だいております実績もございますし、そういう

状況であるがゆえに道路整備はもう絶対欠かせ

ないことだろうと思います。いろんな手法を取

り入れて、引き続き積極的な要望を県の方へ行

ってまいりたいと考えておりますので、ぜひ御

理解と御協力を。特に、地権者関係の御協力を

いただきませんと、今県の方は受け皿が整った

とこからもう最優先してやるという姿勢を強烈

に前面に出しておられますんで、地元がごたご

たしよりますとよそへ予算が回るというのが実

態になっておりますので、その点はまた御協力

をぜひいただきたいと、このように思っており

ます。 

 それから、うかいについて、例を挙げて改善

策はどう考えとるんかという話でございました

が、観光事業全般にわたりましていろいろ皆さ

ん方の議会の御提言も受けながら、私も就任当

座でございますんで、まだ目に見えてはできて

おりませんが、せんだって、うかいにも改善点

はあるのは承知しとりますが、いもたきあたり

もちょうどシーズンでございますんでお話を、

新しく観光協会の会長さんも御就任なさいまし

たんで私も話ししました。余り市長、先に走っ

て言うてくれるなと。自分のことも考えもある
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んで、総体的にうかいのことだけ言ったんでも

いけん、花火のことだけ言ったんでもいけん、

いもたきのことだけ言ってもいけんということ

で、総体的にバランスをとりながらやりよるん

で、自分の考えも持っとるんで、そこら辺のこ

とは任してくれんかということでございました

が、天守閣を見える場所でいもたきも早速やろ

うということで、こないだ初煮会は柚木で従来

どおりやらせていただきました。おかげさまで

大変多くの方が、天気もよかったもんですから

出かけていただきまして、盛大にやられまし

た。スタート切れたと思っとりますが、その席

で新しい観光協会長さんの方から、市のお骨折

りまた国交省の御協力によって天守閣が見える

肱北の緑公園の下でことしからやれるようにな

りましたという御披露をしていただきました。

我々マスコミに報道してアピールするあれもあ

るもんですから、近々課内でやってひとつ宣伝

をするかということで、その場所で初いもたき

をやるようにしとります。 

 どうぞそういうことで、できることから、お

金のかからんことからやって、観光面もひとつ

いろいろ新市になって変わり出したわいという

ところを見せろということで議員さんやっとり

ますんで、旧態依然のまんまで何もせずに評定

だけしよるということではございませんので、

ひとつそこら辺熱意のあるとこをお酌み取りい

ただきまいて、また議員さん方もいろんな機会

にひとつ御利用をいただきまして、私どももき

のう、重複いたしますが、各地へも出向いてい

って、大洲の中心部だけがにぎやかで、ほかは

全然閑古鳥が鳴きよるということのないよう

に、私どものやれる範囲でバランスをとりなが

ら取り組んでいきたいと。 

 鹿野川荘もいもたきをやろうかということ

で、あしたかあさって呼ばれております。来

て、市長毒味というか試食をせえと、まず。そ

れでよかったらやっていきたいということで、

意欲を持って、第三セクターでございますが、

現場は頑張ってもらっておりますんで、私もぜ

ひ行って食べてみて、気のついたことを言っ

て、そしてみんながそういうことで前向きに取

り組んでもらったらいいがというふうに思って

おるところでございます。 

 どうぞ今後とも３期、足かけ約12年、御苦労

でございましたが、引かれましてもこのことは

ずっと言い続けてもらいまして、また御協力い

ただきたい、そしたらありがたいがというふう

に思っとる次第でございます。本当にありがと

うございました。 

○小島健市企画財政部長 議長 

○田中堅太郎議長 小島企画財政部長 

〔小島健市企画財政部長 登壇〕 

○小島健市企画財政部長 それでは、観光行政

に関する御質問にお答えをしてまいります。 

 本市の観光資源につきましては、宮本議員さ

ん御指摘のように、市町村合併による広域化に

伴いまして文化歴史遺産を初めとして広範囲に

点在する形となっております。このように質の

高い豊富な地域観光資源の連携についてでござ

いますけども、まず市のホームページなど情報

提供機能の充実を図ることはもちろんでござい

ますが、観光ボランティアガイドにおきまして

も新市の観光施設や歴史文化についての研修を

実施するなど、観光客に対しまして新市の観光

資源について十分な紹介ができるように進めて

まいりたいと考えております。 

 また、４市町村においてそれぞれ作成してお

ります総合観光パンフレットにつきましても、

現在新市全体を紹介できる広域的な総合パンフ

レットとして作成をしているところでございま

す。 

 なお、宿泊施設等のパンフレットについても

それぞれあるわけですけども、観光客の利便性

の向上とともに経費の節減にも考慮をいたしま

して、例えば肱川の鹿鳴園のケビン、河辺のふ

るさとの宿、大洲の家族旅行村のコテージなど

を合わせまして、１つのパンフレットにできな
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いかということで準備を進めているところでご

ざいます。 

 観光案内板につきましても、設置の箇所やそ

の内容などから対応ができるものにつきまして

は広域化をしていきたいと考えておりますし、

宿泊業界など関係機関とも連携をしながら、点

在しております観光資源を有機的に結びつける

ための観光モデルコースにつきましても協議検

討をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 また、今年度は経済産業省の委託を受けまし

て、ＴＭＯの大洲街なか再生館を代表とする共

同の事業体といたしましてサービス産業創出支

援事業に取り組んでおります。この事業でござ

いますが、体験型観光の取り組みを初め、うか

い等を取り入れた旅行商品の企画開発を行いま

して、これらの商品を都市圏を中心に情報発信

していくなど、お客様のニーズに対応のできる

観光ビジネスモデルの構築を進めようというも

のでございます。この事業の中でも、バス、タ

クシー、レンタカーなど二次交通の整備充実に

つきましても関係の機関とともに検討を行うこ

とにいたしておりまして、魅力ある滞在型の観

光地づくりに向けて努力をしていきたいと考え

ておるところでございます。 

 また、この事業の一例といたしまして、大手

航空会社とのタイアップによりまして、東京発

の旅行商品を開発いたしまして、大洲肱南地区

の町並み散策をメーンにして、大洲、周辺の内

子、宇和を周遊して肱川の鹿野川荘に泊まって

いただくといったような企画をことしの10月よ

り半年間販売していくというふうに伺っており

まして、このように新たな観光客の誘致につい

ても期待を寄せているものでございます。 

 さらに、今後におきましては市内の祭り、イ

ベントなどにつきましても、そのスムーズな運

営が図れますように、観光協会のあり方などに

ついても関係の皆様と協議検討を進めたいと考

えておりますので、よろしく御理解をいただき

たいと存じます。 

 ２点目のうかい事業の活性化についてでござ

いますけども、清流肱川を舞台に行われます大

洲のうかいは、乗船客や保有船の数などその規

模から、岐阜の長良川、大分県日田の三隈川の

うかいとともに日本三大うかいの一つに数えら

れているところでございます。しかしながら、

言われましたように長引く景気の低迷、余暇利

用の多様化などから、平成に入ってからは平成

６年の２万1,000人をピークに観光客が減少傾

向にございます。また、昨年のような相次ぐ台

風など自然条件にも左右されまして大きな打撃

を受けることもあるわけでございますが、今大

洲の観光うかいは市民の皆様はもとより多くの

観光客の皆様に楽しんでいただき、また何度も

利用していただけるような新たなサービスの提

供、また料金面などさまざまな課題を抱えてい

るのもまた事実でございます。 

 これまでに市といたしましては、うかい乗船

場のレストプラザを整備いたしましたほか、如

法寺河原、臥龍山荘、中央公民館の３カ所に公

衆トイレを整備してまいっております。また、

うかい観光客のニーズにこたえまして、おおず

赤煉瓦館のトイレにつきましては夜間も利用で

きるようにその利便性の向上にも努めてまいっ

ております。 

 また、このたび利用者の皆様の意識とか御意

見をよく把握するために市民アンケートを実施

いたしました。このアンケート結果によりまし

て、その中には観光事業について深い御理解を

いただいているわけでございますが、その半面

議員さん御指摘のように料金面など改善をして

ほしいという御意見、御希望も出ております。 

 このような状況の中、今年度におきまして

は、先ほど申し上げましたように経済産業省の

委託を受けまして観光ビジネスモデルの構築に

取り組んでいるところでございます。インター

ネットを介してのうかい受注システムの構築に

ついても、この事業の柱として取り組むことに

－54－ 



いたしているところでございます。 

 また、最近は団体のお客様からグループ、個

人、家族単位での旅行を楽しむ方がふえており

まして、3,000円から5,000円程度の比較的安い

料金で御利用いただけるように、また料理持ち

込みができる乗り合い船の運行もしておりまし

て、旅行つきのパックなども提供させていただ

いております。 

 こうした事業の展開によりまして観光客の誘

致を進めまして、利用客の増加につなげてまい

りたいと考えているところでございます。 

 さらに、各種研修などサービスの向上につな

がる取り組みにつきましても、観光協会、うか

い登録店など関係の皆様とよく連携を深めまし

て、課題の解決に向けて努力をしていきたいと

考えておりますので、議員各位の御理解と御支

援を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○田中堅太郎議長 再質問はありませんか。 

 次に、上満武議員の発言を許します。 

○19番上満武議員 議長 

○田中堅太郎議長 上満武議員 

〔19番 上満武議員 登壇〕 

○19番上満武議員 議長のお許しをいただきま

したので、郡部の一議員として懸念されている

諸問題の中から質問をしてまいります。理事者

の明快なる答弁をよろしくお願い申し上げま

す。 

 地方の裁量の拡大、効率的な行政サービスの

提供を理念に2002年から始まった三位一体の改

革は、地方の意とは裏腹の展開を見せ、円滑な

財源移譲もなされず、あわせて長引く景気の低

迷も重なり、地方における行財政は混乱を極

め、計画的運営に難渋を強いられる現状にあり

ます。今後も地方の期待する改革の進展は当分

望めそうもないと考えるのが大方の人たちの意

見だと推察いたします。 

 そこで、逼迫する財政の中で、効率的な行政

サービスの提供に視点を当てた施策の展開は不

可欠との観点から、行財政に大きな影響がある

と思われる次の４点について理事者の御所見を

お伺いいたします。 

 初めに、土地開発公社並びに住宅協会の所有

地についてお伺いをいたします。 

 阿蔵・高山用地については、６月の定例会に

おいて、土地開発公社経営健全化対策措置によ

る公社経営健全化計画の策定をして土地取得利

用計画スケジュール等を進めていくと言われて

おりましたので、その他の土地についてお伺い

をいたします。開発公社の阿蔵・高山用地以外

の土地、住宅協会の所有する土地について鑑定

士を入れて査定中であると答弁をされていまし

たが、その後の進捗状況をお伺いしたいと思い

ます。 

 次に、市税、公共料金等についてお伺いをい

たします。 

 先般、地方自治体の貴重な自主財源、地方税

の確保をしようと、県内の20の市町が2006年４

月、県の支援を受け、一部事務組合愛媛地方税

滞納整理機構を設立と新聞で報じられておりま

したが、その中に市民税と個人県民税は市が一

括徴収、景気低迷などで1993年度、95.2％から

昨年度は91.7％に低下、滞納繰越額は136億

800万円に上るとありましたが、我が新大洲市

はどのぐらいあるのでしょうか。財政の健全

化、住民の不公平感の解消、効率的企業会計運

営等から、平成16年度末の市税の昨年度の徴収

率と滞納繰越額はどのくらいあるのでしょう

か。 

 また、国民健康保険税、市営住宅、上水道会

計の収納状況と滞納整理への取り組みについて

お伺いをいたします。 

 次に、市営住宅についてお伺いをいたしま

す。 

 昭和30年前後の住宅難にこたえるべき市町村

営の木造ブロック造住宅が建築されてから約

50年が経過いたしました。管内の数カ所を見て

回りましたが、１棟に１戸しか入居者がいない

－55－ 



ところもありましたが、市営住宅の利用度、ま

た改築、家賃等管理の現状と今後の住宅需要度

の見通しについてどのようにお考えかお伺いを

いたします。 

 最後に、補助金についてお伺いをいたしま

す。 

 合併時に現行のまま新市に引き継ぐとされて

まいりましたが、８カ月経過した時点でさまざ

まな観点から非効率的もしくは不合理な点を調

整されていると思います。見直しについて不満

の意見もあるやに聞いておりますが、その現状

についてお伺いをいたします。 

 「きらめき創造大洲市－みとめあい ささえ

あう 肱川流域都市－」のキャッチフレーズの

もと新大洲市が誕生、初代大森市長の就任のあ

いさつの中でも述べられておりますように、大

洲、長浜、肱川、河辺の一体化の推進、公正公

平な市政の運営を期待しますとともに、新大洲

市のますますの発展を祈念して、私の議員生活

最後の一般質問を終わりたいと思います。御清

聴ありがとうございました。 

○大森隆雄市長 議長 

○田中堅太郎議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、上満議員さんのお

尋ねのうち、４つございましたが、４番目の市

交付の補助金についてお答えを私の方からいた

します。 

 平成17年度における補助金等の予算は、基本

的に合併協議等による調整に基づき計上をして

おります。合併協議会等における事務事業の調

整では、調整の時期、年度ごとの調整手順な

ど、できる限り調整を重ねて新市に引き継いで

きておりますが、旧市町村独自のもので、その

地域性や実情等に配慮し、地域限定で一定期間

継続するもの、合併後に調査研究を行い調整す

るものなども残されております。 

 今後、市町村合併の目的でございます行財政

の効率化推進を基本としながらも、急激な市民

サービスの低下を招かないように、慎重に残さ

れておる調整課題に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 また、新市として発展するためには、組織機

構及び事務事業など市民のニーズや社会状況に

より絶えず見直しを繰り返し、よりよい体制を

構築していく必要がございます。厳しい財政状

況の中では時代のニーズに合わせた施策の取捨

選択が必要でございまして、事業の必要性、緊

急度、投資効果なども十分に精査をさせていた

だきたいと考えております。このため、今年度

中に策定を予定しております大洲市行政改革大

綱の中で事務事業の再編整理、廃止、統合、民

間委託等への推進、定員管理の適正化、給与の

適正化などの項目について具体的な取り組みを

計画してまいりたいと考えております。 

 補助金につきましては、水道事業など企業会

計への補助金や国・県の補助制度のもと市が支

出しているものなど、その形態は多種多様でご

ざいまして、今年度予算でその件数は300件を

超え、予算額についても総額15億円を上回る額

となっております。この補助金の見直しにつき

ましても、改革への取り組みと市民サービスの

向上や行政水準の維持とのバランスを図ること

を基本にして、議員さんを初め市民の皆様の声

を集約した行政改革大綱等の取り組みの中で検

討してまいりたいと考えておりますので、御理

解と御協力をお願いをいたします。 

 再三申しとりますように、私どもの報酬の１

割カット、次に10月２日に行われる予定でござ

います皆様方の議会の選挙による議員さん方の

議会の仕組みのスリム化、それから次にはこの

ホップ・ステップ・ジャンプの段階でございま

すが、補助金あるいは職員の給与体系、これも

基本的にこの議会が終わりましたら具体的に検

討をさせてもらって、それでまた民間の委員さ

ん方の御意見もちょうだいをしながら、そうい

うものを反映して見直しをさせてもらいたいと

思っております。 
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 るるお話し申し上げましたように大変厳しい

状況でございますんで、総がかりでこの難局を

乗り切って、どうしてもやっていかないけない

ことはやっていかなければなりませんので、そ

こら辺は優先順位の問題もございましたが、皆

様方の御同意を得ながら取り組んでいく必要が

あろうかというふうに考えておりまして、期間

がたってないとはいえ、平成18年度に向かって

そういうことは計画的に取り組んでいきたい

と、このように気持ちを新たにしておるところ

でございます。どうぞ御協力をよろしくお願い

いたします。 

 上満議員さん、長い間お疲れさまでございま

した。ありがとうございました。 

○首藤馨助役 議長 

○田中堅太郎議長 首藤助役 

〔首藤馨助役 登壇〕 

○首藤馨助役 上満議員さん御質問の土地開発

公社及び大洲住宅協会の所有する土地について

お答えをさせていただきます。 

 まず、土地開発公社分についてであります

が、土地開発公社が保有している土地のうち阿

蔵・高山用地以外の土地につきましては、平成

17年度７月末でございますが、18団地、面積で

約5.8ヘクタール、簿価額で約27億円となって

おります。６月議会で申し上げましたが、現在

不動産鑑定士に適正価格、処理方針、処分時期

等の意見書の作成を依頼しておるわけでござい

ます。現在数カ所について報告書が提出され、

順次処分計画を策定しているところでございま

す。処分可能な用地につきましては、一般分譲

等によりまして速やかな処分を図りますととも

に、短期的での処分が見込めない土地につきま

しては、平成18年度より健全化対策による財政

支援を図っていく考えでおるわけでございま

す。 

 なお、肱南地区再整備用地及びふれあいパー

ク事業用地につきましては、約３億2,500万円

で買い戻し手続事務を進めているところでござ

います。 

 次に、住宅協会の資産につきましては、７月

末現在で７団地、面積で約1.4ヘクタール、簿

価額で約８億7,000万円となっておるところで

ございます。そのうち城山公園用地につきまし

ては約２億1,000万円で買い戻し手続事務を進

めておりますが、住宅協会の用地につきまして

も開発公社同様の処理を進めてまいりたいと考

えておるところでございます。 

 なお、現在早期処分可能な用地の対応とあわ

せまして、公社、協会の経営改善に向けた健全

化計画等の策定について検討、協議を進めてお

りますので、議員各位の御理解と御協力をお願

いしたいというふうに考えておるところでござ

います。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○三保禮三建設農林部長 議長 

○田中堅太郎議長 三保建設農林部長 

〔三保禮三建設農林部長 登壇〕 

○三保禮三建設農林部長 それでは、私の方か

らは、順序が逆になるかもしれませんが、市営

住宅の件につきましてと市税、公共料金のうち

の市営住宅と上水道使用料の関係についてお答

えをいたします。 

 まず、市営住宅の建設につきましては、戦後

の住宅難に対応するために質より量を求めまし

て昭和26年から建設を始めまして、大洲市で

は、きのうも申し上げましたが、合併により老

朽化をいたしました住宅も含めまして77団地で

1,097戸を管理しておるわけでございます。こ

のうち、議員さん言われました耐用年数を経過

した住宅が335戸存在しております。特に昭和

30年前後に建築されました住宅につきましては

老朽化が著しくございまして、危険な状態も見

受けられることから、政策的に空き家といたし

まして、建てかえや用途廃止等に向けた住宅と

して管理をさせていただいとる、こういう状況

でございます。これら老朽化をしとります住宅

に入居しておられる方が退去された場合は募集
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は行っておりませんので、議員さんが御指摘を

されましたように、現在１棟に１戸しか入居者

がいないという状況も発生しているものでござ

います。 

 なお、建てかえや用途廃止等を予定している

住宅に入居をされている方々につきましては、

高齢者とか弱者の方が多くございまして、建て

かえに伴う家賃の増額や転出に伴う新しい環境

への不安、あるいは長年住みなれた住宅への愛

着とか移転の費用など難しい面が多くございま

して、対応しにくい面があることはおわかりい

ただけるかと、このように思うわけでございま

す。 

 耐用年数を経過をしました住宅の修繕でござ

いますが、あるいは改修についてでございます

が、基本的には先ほどお話ししたような内容も

ございますので、支障を来さない範囲で行うと

いうことを前提にしております。今後もこの方

針により管理を行いながら、できれば入居者と

の条件が整いましたら、建てかえや用途廃止等

の検討をしてまいりたい、このように考えてい

るところでございます。 

 また、住宅の利用状況についてでございます

が、耐用年数が経過した住宅335戸に対しまし

て入居は209戸でございます。そして、使用料

についてでございますが、入居者の収入とか建

物の経過年数等の計算で幅はございますんです

が、昭和30年前後の住宅では平均で現在

5,000円程度となっております。 

 今後における需要の見通しにつきましてでご

ざいますが、これにつきましても退去件数など

によりまして毎年倍率が変わってくるんでござ

いますけども、平成16年度において申します

と、入居者が38名ございましたが、申し込みは

78名ございました。したがって約２倍の需要度

があるということになろうかと思います。 

 今後の耐用年数を経過をいたしました住宅の

建てかえ等を含めました市営住宅の建設につき

ましてでございますが、これにつきましては、

これからは公営住宅法等の改正がございまし

て、このため、きのうも申し上げましたが、住

宅マスタープランとか地域住宅計画などをつく

らないといけないということになりましたの

で、これからその計画策定を進めていきたい

と、このように考えとるわけでございます。そ

の際には、先ほど申しました需要度などを十分

に検討いたしまして、住宅施策に必要な調査を

数々行わせていただいて、その結果によりまし

て既存団地の整備方針がいいのか、あるいは新

規団地の検討がいいのか、そういうことを総合

的に検討してまいりたいと考えておりますの

で、どうぞ御理解のほどお願いする次第でござ

います。 

 続きまして、まず市営住宅の使用料の収納状

況と滞納の整理からお答えをいたします。 

 平成16年度の住宅使用料の徴収実績でござい

ますが、調定額が１億5,571万5,050円でござい

ましたが、未収額といたしましてはそのうち

872万6,096円となっておりまして、その収納率

は94.4％となってございます。この住宅使用料

の滞納につきましては、御存じのように近年の

不況によります就職が困難な問題ですとか、リ

ストラですとか、いろんなことで生活困窮者の

増加が伴いまして、滞納額も増加傾向にあると

考えております。滞納者に対しましては督促状

の送付をいたしましたり、夜間訪問をいたしま

して徴収をさせていただいたり、あるいは全額

が無理なら分割払いなどの指導などをお願いし

てまいっとるわけでございますけども、明確な

打開策がないというのが現状でございます。 

 なお、明け渡し請求についてでございます

が、一応３カ月以上滞納をされた場合は請求で

きるということになってはおるんでございます

が、公営住宅は御存じのように住宅に困窮をす

る低額所得者を対象にいたしまして、低廉な家

賃でお貸しをするということを目的としとる点

もございます。そのため、明け渡し請求を行っ

た場合、その方が行き場がなくなる可能性も出
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てまいりますことから、この件に関しましては

慎重に対応する必要があるんではないか、この

ように思うわけであります。 

 しかしながら、10年近くも払う意思がないよ

うな悪質な滞納者も見受けられますので、今後

は既に明け渡し請求を行っている県内の先進地

等もございますので、そういったところも参考

にしながら、より一層徴収業務に努力してまい

りたい、このように考えておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 それから次に、上水道の使用料についてお話

をしといたらと思います。 

 当市では、御存じのように大洲地区と長浜地

区に上水道の区域がございまして、平成16年度

分の収納状況は、市全体で調定金額は約８億

3,330万円に対しまして、その未収額が約620万

円ございます。収納率は約99.2％となってござ

います。この未収金の滞納整理でございます

が、これにつきましても担当職員が戸別訪問い

たしまして対応してございますが、基本的に上

水道使用料につきましては収納月の２カ月後に

は督促状を、また３カ月後には催告書を発行い

たしておりまして納入の依頼をしてございま

す。それでもいけない場合は、個々の状況にも

よりますが、やむを得ず給水停止という一番最

悪のきつい処分をしたこともございましたり、

そういうこともございます。 

 そういうようなことで、どうしても御理解を

いただきながら、そういう状況で滞納整理を実

施しておるという状況を御説明いたしまして御

答弁とさせていただいたらと思います。ありが

とうございました。 

○二宮隆久税務課長 議長 

○田中堅太郎議長 二宮税務課長 

〔二宮隆久税務課長 登壇〕 

○二宮隆久税務課長 私の方からは、市税、公

共料金に係る御質問のうち市税と国民健康保険

税についてお答えをさせていただきます。 

 まず、上満議員さんが申されましたように、

愛媛県下におきましては愛媛地方税滞納整理機

構の設立が予定されておりまして、来年４月１

日の開設に向けて現在県庁税務課に準備係が設

置されており、本市からも職員１名を派遣して

いるところでございます。この愛媛地方税滞納

整理機構には、県下20の全市町が参画する予定

となっておりまして、それぞれの市や町単独で

は処理が難しい大口滞納案件等を引き受けて、

差し押さえ等の滞納処分に取り組む予定となっ

ております。 

 さて、御質問の平成16年度末での市税の滞納

繰越額等でございますが、まず16年度を通して

の徴収率につきましては、現年課税分で申しま

上げますと、市民税が98.68％、固定資産税が

98.98％、軽自動車税が97.91％となっておりま

す。国民健康保険税を除きます一般市税全体の

徴収率は98.91％となっており、前年度と比較

いたしますと0.28％の減で、平成17年度への滞

納繰越額は一般市税総額で約１億3,400万円と

なっております。 

 次に、国民健康保険税の収納状況でございま

すが、現年課税分の徴収率は94.81％となって

おりまして、愛媛県下11市の中では５位となっ

ております。前年度との比較では0.34％の減と

なっており、平成17年度への滞納繰越額は約２

億7,800万円となっております。 

 また、国民健康保険税の滞納整理の取り組み

についてでございますが、この件につきまして

は、昨日29日に決算に係る宮本議員さんの御質

問に対し総務部長がお答え申し上げました一般

市税の対策とあわせまして、国民健康保険証の

短期保険証や資格証明書の交付基準を厳しくす

るとともに、設立が予定されております愛媛地

方税滞納整理機構の有効活用を行いながら、納

税環境の整備にも努めさせていただき、税の公

平性を確保できるよう努めてまいりたいと考え

ております。 

 市民の皆様、議員の皆様におかれましては、

今後とも納税について御理解、御協力を賜りま
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すようお願い申し上げます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○田中堅太郎議長 再質問はありませんか。 

（19番上満武議員「ありません」と呼

ぶ） 

 以上で質疑、質問を終結いたします。 

 それでは、ただいま議題となっております議

案９件につきましては、お手元に配付いたして

おります議案付託一覧表のとおり、それぞれの

常任委員会に付託いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 次に、日程第３、請願第３

号、請願第４号及び陳情第23号の請願、陳情３

件を一括して議題といたします。 

 これらの請願、陳情３件のうち請願第３号及

び請願第４号につきましては、お手元に配付し

ております請願、陳情付託表のとおり、総務委

員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 陳情第23号につきましては、肱川流域治水対

策特別委員会に付託したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、陳

情第23号につきましては肱川流域治水対策特別

委員会に付託することに決定いたしました。 

 各委員会におかれましては、議案並びに請

願、陳情について十分に審査を行い、次の本会

議において委員会の審査の経過と結果について

各委員長の報告を求めることといたします。 

 以上で本日の日程を終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 ８月31日から９月２日及び５日、６日は委員

会審査等のため休会にしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田中堅太郎議長 御異議ないものと認め、８

月31日から９月２日及び５日、６日は休会とす

ることに決定いたしました。 

 なお、９月３日、４日の両日は市の休日で休

会となっております。 

 ９月７日午後２時から本会議を開きます。 

 日程は、各委員長の報告と議案等に対する審

議の続行であります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○田中堅太郎議長 本日はこれにて散会いたし

ます。 

午前11時35分 散 会 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ 

に署名する。 

 

  大洲市議会議長 

 

 

  大洲市議会議員 

 

 

  大洲市議会議員 
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